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▲�振袖を着て式典に出席する新成人（写真はイメージ）

　「予約していた振袖が着
られない」。1月 8日成人式
当日、耳を疑うニュースが
一斉に報じられた。
　振袖レンタル・販売のは
れのひ（本社：神奈川県横
浜市）は、利用者に一切の
連絡もなしに突然店舗を閉
鎖。同社で振袖をレンタル、
及び購入していた顧客が、
振袖を着られない事態に発
展した。諦めて式典にスー
ツで出席する女性もいれ
ば、知人から急遽振袖を借
りる女性も。雲隠れ状態で
あった篠崎洋一郎社長は、
ようやく 1月26日、破産申
請と共に記者会見をし、公
の場で謝罪を行った。
　その間にも、一生に一度
の晴れ舞台の日を台無しに
された被害者救済のため、
多くの企業が立ち上がっ
た。呉服の業界誌を発行す
るきものと宝飾社京都（京
都市中京区）は、「被害者の
負担を出来るだけ軽減する
こと」を目的に、成人式当
日の夕方、「はれのひ株式会
社被害者の会」を立ち上げ
た。発起人は同社で編集長
を務める松尾俊亮氏。当然、

でに支払っているという被
害者もいます。」（松尾氏）
　同被害者の会には支援し
たいと申し出る個人や企業
からの問い合わせも相次い
でおり、 1月末現在、約70
軒となっている。ウエディ
ング事業も展開し、振袖等
の呉服の販売・レンタル、
前撮り写真撮影を行う一蔵
（東京本社：東京都千代田
区）は、2019年、2020年の
はれのひ被害者に対して、
振袖のレンタルと当日着付
けを無償で提供すると発
表。前撮りに関しては通常
価格の半額で受注していく

呉服業界全体への信用が大
きく損なわれる状況であ
り、それを少しでも食い止
めたいとの思いもあったと
いう。
　被害者の会には、 1月末
現在、210件に及ぶ問い合わ
せ、相談が寄せられている。
中には涙を流しながら電話
をかけてきた被害者もいた
という。日経や朝日、読売
などの新聞社や、NHKが被
害者の会を紹介したことか
ら、被害者からの連絡が「予
想以上に多くなっている」
と松尾氏は話す。「楽しみに
していた振袖を着させてあ
げられなかった」、「家族に
振袖を見せられなかった」
という、一生に一度しかな
い門出の日を台無しにされ
た被害者の沈痛な声も聞か
れている。
　一方で、相談のうち80%
が来年、再来年の成人式に
向けて、振袖をレンタル、
もしくは購入した顧客とな
っている。はれのひのセー
ルスでは、「現金ですぐに支
払えば、振袖を 5 %オフで
購入できる」ことを提案し
ていたという。
　「成人式における振袖の
購入平均金額は、35万円前
後。支払い方法は各企業に
より様々ですが、元値が高
い商材なので、消費者から
してみれば 5 %オフは大き
い金額です。中には全額す

という。同社は被害者の会
の趣旨にも賛同。参加を表
明している。
　その他にもフリーのフォ
トグラファーや、「振袖を複
数持っているので提供した
い」、「 5年前に成人式用に
購入した振袖をレンタルと
して使ってほしい」という
個人からの協力問い合わせ
も寄せられていた。
　被害者の会は、現在も方
針に賛同してくれる企業を
募集している。被害者の数
は推定1200〜1300人と言わ

　1月26日、はれのひ事件は会社の破産申請、さらに謝罪
記者会見によって大きく動いた。とは言え、一生に一度の
大切な日を台無しにされた被害者の心は晴れない。今号で
は、事件の顛末、その間の各企業の被害者支援の動き、さ
らには、ブライダル業界だからこそやるべき、被害者救済
の取り組みの必要性を検証していく。
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本紙記者が知る「はれのひ」社長の人物像
　東京商工リサーチによ
れば、はれのひは2011年
3 月設立。設立当時は「シ
ーン・コンサルティング」
という商号で振袖販売店
や写真スタジオへのコン
サルティング事業を行
い、翌2012年 7 月、横浜
市内で振袖の販売・レン
タル事業を始めた。
　この頃、社長の
篠崎洋一郎氏は振
袖販売と親和性の
高いブライダル業
界と関係を深めよ
うとしていた。中
国・上海を拠点と
する現地のブライ
ダル業界団体と繋
がり、日本側の窓
口として日本のブ
ライダル企業に中
国進出を持ち掛け
ていた。
　当時、上海や南
京などの主要都市
には日本式のハウ
スウエディング会
場や欧米のスタイ
ルにヒントを得た
ウエディングプラ
ンナー、ブランドものを
扱うドレスショップが相
次いで登場。それまでの
アジア諸国で主流だった
写真撮影から、日本と同
様、結婚式当日を重視し
つつあり、婚礼施設運営
や演出商材などで日本の
ノウハウを取り入れたい

中国業界の思惑が、彼の
重用に繋がったとみられ
る。
　当時の篠崎氏は、中国
はおろか日本においても
ブライダルビジネスは全
くの素人。自ら提携を推
し進めるアイデアを企画
するというよりは、双方
の要望や言い分を相手方

に伝えるだけ、伝
書鳩の存在。ただ、
その役割はきっち
りと果たし、現地
視察にあたって筆
者が取材を希望し
た「実際の結婚式」
「ホテルウエディ
ング」「ウエディン
グプランナー」な
ど、現地業界団体
との関係が薄い案
件も調査・手配し
てくれた。
　この年、尖閣諸
島をめぐる日中関
係の急速な冷え込
みと中国国内の反
日活動の激化を受
け、日中ブライダ
ル企業の交流を図

る計画は頓挫した。当時、
篠崎氏は「これからは本
業に力を入れる」と語っ
ていたが、それまでの経
緯から事業を軌道に乗せ
られるか心配になったこ
とを覚えており、その後
の壮大な事業計画を意外
にも感じた。
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天井は帆船をイメージさせるデザインに

　2チャペル7バンケットを所有するアニヴ
ェルセル みなとみらい横浜（横浜市中区）は、
1月2日、オーシャン ヴィラエリアの「ヴィ
ラ・オランジェリー」、1月13日にはフォレス
ト メゾンエリアの「ザ・テラス」の2つのバ
ンケットをリニューアルした。これまでも部
分改装を行ってきた同施設。今冬はどのよう
な装いに改めたのか、概要を追った。

り込む造りとなっている。
テーマに基づき、天井から
はグリーンのインテリア
や、ペンダントライトを施
し、ナチュラルな要素を取
り入れた。
　「前室ではデザートビュ
ッフェやウェルカムパーテ
ィなどを行うことが可能で
す。光が差し込む明るいス
ペースで、新郎新婦とゲス

気に入ってもら
え る の で は。」

（友行氏）
　また、会場内は海と船を
イメージした様々なデコレ

トをおもてなししていきま
す。」（広報・PR責任者・友
行仁美氏）
　バンケット部分は、これ
まではピンクやパープルな
ど柔らかい色味をメインイ
メージカラーとしていた
が、今回のリニューアルで
ブラウンやグリーンを取り
入れ、ナチュラルな雰囲気
を演出している。

ーションを設置している。
港町のヨットハーバーにい
るかのような、「シティリゾ
ートウエディング」を提案
していく。

　オーシャン ヴィラエリ
アに位置するヴィラ・オラ
ンジェリーは、「グリーンを
テーマにした非日常のリゾ
ート空間」をコンセプトに

　 4 つのバンケットを所有
するフォレスト メゾンエ
リアの「ザ・テラス」の新
テーマは、「ヨットハーバー
のクラブハウスをイメージ
したリゾート空間」。
　宴会場に併設し、ベイエ
リアを望めるガーデンテラ
ス部分には、新たに10メー
トルのカウンターやソファ

掲げ、1 月 2 日、
リニューアルオ
ープンした。
　前室部分は壁
一面と天井の一
部がガラス張り
となっており、自然光が入

を用意。ゲストがゆっくり
と会話を楽しめる空間とな
っている。
　「バンケットのポイント
は天井。帆船をイメージさ
せるようなデザインにして
います。カップルの中には、
都会にいながらも海が望め
るという理由で横浜エリア
の中から当会場を選んだ人
たちも。そうした海が好き
な層にも、このデザインは
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〔アニヴェルセル みなとみらい横浜〕

ヴィラ・オランジェリー

ザ・テラス

▲ ブラウンカラーでナチュラル感を演出

▲ 一面がガラス張りで光が明るく差し込む

▲ 海と船をイメージしたデコレーションも用意
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